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要　約

　地 域 SNS は
， 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活性化 の た め の 新 た な サ ービ ス と し て 期待 が 集 ま っ て い る

が ，災害時 な どの 緊急事 態に 対応 す るた め の ネ ッ トワ
ー

ク基盤 と して も重要 な役割 を 果たす 。

近年，SNS の ネ ッ トワ ーク構造や コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 構造の 特徴分 析は 多 くの 研究 で なされ て

い るが ，災害時の 情報共 有や 復興支援 に SNS の どの よ うな コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が な され ，活用

され た の か の 分析は なされて い ない 。本研究 で は
， 佐用 町 （兵庫県）で 発生 した大規模水害に

お い て ，地域 SNS が どの よ うな使われ 方 を した の か を SNS 上 の ネ ッ トワ
ー

ク分析を お こ な うこ

とで 明 らか にす る。具体的 に は，災害発生以前 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 構造 と災害発生時 の コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 構造の 変化 に 着 日し， 日常の ど の よ うな コ ミ ュ ニ テ ィ が 災害時の 中心 的な コ ミ

ュ ニ テ ィ で あ っ た の か を明 ら か に す る。分析 の 結果，災害直後 に お い て 災害支援を 志向する コ

ミ ュ ニ テ ィ が 現れ る こ と，また，地域へ の 関心 が 初期か ら高い コ ミ ュ ニ テ ィ は将来 へ の 災害対

策 を志向 した コ ミ ュ ニ テ ィ へ と推移す る こ と， さ ら に，災害 発生後 に行政 へ の 意見を志 向す る

コ ミ ュ ニ テ ィ が現 れ る こ とが 分か っ た。
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Abstract

 A  local SNS  supports  not  only  activities  of  the local society  but is expected  as  a  network

infrastructure to sup-port  activities  responding  to disasters. Studies on  SNSs  are  almost  all

based on  network  analysis  or  qualitative analysis.  However, there have been no  studies

on  communication  for disaster recovery.  The  purpose  of  this study  is to clarify  the  role  of

SNSs during disaster recovery  by  network  analysis.  Specifically, we  use  time  series

analysis  to visualize  the communication  networks  among  SNS  users.  As  a result,  we

ciarified  the  following  things.  After a disaster, a community  that aims  to provide

countermeasures  against  calamities  and  victim  assistance  ap-pears.  The  community  that

appeared  in the early  stages  of  SNSs had played  the leading ro]e  at  the time of  disas-ter.
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一

災 害時 に お け る 地 域 SNS の 活用　 コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列 推移 に 基 づ く分析

1 は じめ に

　 Facebook，　 mixi を は じめ とす る SNS の 利用が

一般 的に な っ て 久 しい
。 また ， SNS は人 間関係の

ネ ッ トワ
ー

ク構造が明示的に 把握で きる の で ， ネ

ッ トワーク構造の 分析 など の 研究が様々 に行 われ

て い る （内 出 ら （2006 ）， 松尾 ら （2007 ））。 大

規 模な SNS の 利用 が世 界的 に広 ま る
一

方 で ，特定

の 集団や地域で 独 自に 運営す る小規模なSNS の 利

用 も盛ん に 行わ れ て い る （鳥海 ら （2010 ））。

　特 に ， 自治体 や NPO な ど に よ っ て 運 営 され る

地域 SNS は新 し い 住 民参画 ツ ール の ひ とつ と して

期待 さ れ て い る 。地域 SNS は
， 近年弱体化が 危惧

され て い る地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活性化 や住民 の 地

域 行政 へ の 参加 支援 な ど期待 され る役割 は大 き

い
。

一方 ， 阪神淡路大震 災を ひ とっ の契機 と して

日本 に お い て もボ ラ ン テ ィ ア 活動が興 隆 しつ つ あ

る。ボラ ン テ ィ ア活動は地域 との つ なが りが ひ と

つ の 大 きな特徴 とな るため，地域 SNS との 親和性

が 高い
。 本研究 で 取 り ヒげる佐用 町 に お い て は，

2009 年夏 の 水害 時に 地域 SNS 「
さよ っ ち 」 を通

じ て 災害支援の 情報交換が な され，支援物資で あ

る古 タ オ ル が 多 く集 ま っ た と い う実績が ある 。こ

れ は 他 の 地域 SNS との 連携 に よ る もの が 大 き い 。

災害支援 に お い て は，ボ ラ ン テ ィ ア の 人的ネ ッ ト

ワ ーク と連携す る必要が あるた め ， リア ル な地域

社会 と密着 した SNS が 果た す役割は大 き い とい え

る 。

　佐用 町 （さ よ うち ょ う〉は
， 兵庫県の 南西部 に

位 置 し， 町域 内の 8割は 山林が 占め て い る。 また
，

佐用川 に 生 息す る ホ タ ル や メダカ，大撫山か らみ

れ る霧海 な どの 自然資源が豊富 な地域で ある。人

口 は 21，012 人 （平成 17年時点） と山間部 の 比較

的小規模 な地域 で あ る。人 口推 移 は昭和 55年か

ら
一

貫 して 減少 傾向 に あ り，65歳以 上 人 口割合

は 平成 12 年 時 点 で 29 ．2％ で あ り兵庫 県全 体 の

16．9％ を大 き く上 同 っ て い る （佐用 町 公 式 ホ
ー

ム ペ ージ 〔1））。 こ の こ とか ら，過疎 が 進 み つ つ あ

り地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 衰退 が 危惧 され る 地 域で あ

る こ とが推測 され る。その た め ，地域 SNS は地域

コ ミ ュ ニ テ ィ再生 の ツ
ー

ル と して の 役割 も期待 さ

れ る。また ，佐用 町は 2009 年 8月 の 台風 9号 に よ

っ て 大 き な水害被害を 受けた 地 域 で あ り （死者

18名 ， 全 ・全壊 885 棟 ， 床上浸水 156 棟） 12）
， 被

災当時 ， 地域 SNS 内にお い て 被害状況の 情 報共有

や ， 他地域 の SNS と の 連携に よ っ て 古タオ ル な ど

の 支援物資が 多 く集 ま っ た とい っ た実績が あ る。

　本研究で は ，佐用 町を事例 と し，地域 SNS に お

い て ど の よ うな コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ネ ッ トワ
ー

ク

が形成 され，また災 害発生 時 お よび復興の 際に こ

れ らの コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ネ ッ トワークが どの よ

うに 機能 し た の か を明 ら か に す る
。 本研究 に お い

て ， 実際に 地域 SNS 上で 何が お こ っ て い た の か を

明 らか に する こ とで ，運営上 の 気づ きや，運営者

の 働 きか け の 効果 の 検証 な どの 指針 とす る こ とが

可能 となる。

　2節にお い て ，対象 とす る
「
さよ っ ち 」 が ど の

よ うな構造 を持 っ た SNS で あ る の か を他 の 地域

SNS との 比較 に よ っ て 明 らか に す る 。 3節 にお い

て ，
SNS に お け る コ メ ン トネ ッ トワ ークに もとつ

く コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列推移 を分析す るた め の 方

法 に つ い て 説明 し
，
4節 に お い て 分析結 果 ，

5節

で 考察 ，
6節で 結論 と今後 の 課題 を述 べ る。

2 関連研究

　 自治体や 個別 の 組織が運 営す る 地 域 SNS に 関 し

て
， 運営者 に対 し て 行 っ た 調査 （財団法人地 方 自

治 情 報 セ ン タ ー 2009 ） （本 稿 で は 以 降

「LASDEC 調査 」 と記述す る）に よる と，「現 在 ど

の よ うに 関与 して い るか 」 及 び 「将来 どの よ うに

関与 した い か 」 とい う設問に 対 して 「災害情報や

不審者情報等な どの 提供 」 とい う回答が 「行政情

報の提供 」 に次 い で 高い 値で あ っ た 。
こ の こ とか

らも災害支援 に 対 して 地域 SNS へ の 期待が高 い こ

とが窺 え る （図 一1）。

　我 々 は 最 初 の 分 析 と し て ，

「 さ よ っ ち 」 と

LASDEC 調査 に よ る 20 地 域 の SNS の 規 模 と日記
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学術論文
一

災害時 に お け る地 域 SNS の 活用　 コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列 推移 に 基づ く分析

投稿数 を比較 した （図
一2）。登録 ユ ーザ数に お い

て は，LASDEC 調査の 平均が 674人 で あ るの に 対

し
「
さよ っ ち 」 は 533 人で ある。ア クテ ィ ブユ ー

ザ数 （1 ヶ 月以内の ロ グイ ン ユ ーザ数）で も半数

程度で あ る e 開始時期 や開設地域 の 人 口規模の影

響もある た め
一

概 に 論じ る こ とは で きな い が
， 人

口 の 少 ない 山間部 の 自治体 とい う こ ともあ り比較

的小規模 なSNS で ある と い える。
一

方，日記投稿

数，日記に対す る コ メ ン ト数で はLASDEC 調査の

平均 に近 い値 となっ て い る。 トピ ッ クの 投稿 は平

均の半数程度で あ り，日記と コ メ ン トを中心 に コ

ミュ ニ ケー
シ ョ ン が 行われて い るSNS で ある とい

え る。

　 図一3 は ， 地 域 SNS を分析 した 研 究 （岡本 ら

（2009 ），鳥海 ら （2008 ）） と友人 関係 の ネ ッ ト

ワ
ー

ク構造 を 比較 し た も の で ある 。

「
さ よ っ ち 」

は ク ラ ス タ係数が 高 く平均経路長 が 短 い こ とが 特

微 で あ り， 小規模だが密な コ ミ ュ ニ テ ィ で あ る。

　続 い て ，ア クテ ィ ブユ ーザ数 の 時系列変化 を観

察す る 。 図 一4は，（a）ア ク テ ィ ブユ
ーザ数，（b）ア

クテ ィ ブユ ーザ率，（c）前月か らの 増加 ユ ーザ数，

（d旧 記 ・コ メ ン ト数 ， （e旧 記 ・．コ メ ン トユ
ーザ

数 ， （f＞外部か らの 日記 コ メ ン トユ ーザ数 をそれ ぞ

れ SNS 設 立 か ら 1 ヶ 月単位で 計測 した もの で あ

る 。 ア クテ ィ ブ ユ ーザ数 を見 る と
，
2009 ／8の 水

害時 に多 くの ユ ーザが SNS に参加 し て い る こ とが

分
・
か る 。 ま た

，
SNS 開 始 か ら 1年 後 の 時 期

（2008／11） に も ア ク テ ィ ブユ ーザが
一

時的に増

加 して い る 。 ア クテ ィ ブユ
ーザ率は，規模が拡大

するに従 い 減少するが，災害時 に大 き く増加 して

い る 。 登 録 ユ
ーザ 数 は ， 開 始 か ら 数 ヶ 月 後

（2008 ／2）に
一一fiに ユ ーザ数が増 えた が，それ以

降は安定 して い る 。 こ の こ とか ら 「さ よ っ ち 」 は ，

地域 SNS として 安定 的に 利用 されて い た 中で
， 災

害時に 活発に 利用 され た こ とが わ か る 。 日記 ・コ

メ ン トの 推移 も ほ ぼ 同様の 推移が 見 られ る 。図一

4（e）の 三 つ の 囲み枠内を み る と顕著で ある が ，開

始時 ，

一
年後 ， 災害時 に 多 くの ユ ーザが 日記 と日

記に対す る コ メ ン トを投稿 して い る。図 一4（Dをみ

る とわか る ように 外部 ユ
ーザ も開始時 ， 災害 時に

多 く参加 して お り， 特に 災害時 に お い て 外部 との

情報の 流通が積極 的に行われた こ とを示唆 して い

る 。

　 こ こ まで の 分析で 「さよ っ ち 」 は 比較的小規模

な地 域 SNS で あ り， 密な コ ミ ュ ニ テ ィ を形成 しな

が らコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン をお こ な っ て い た こ とが

分か る。
一

方，災害発生 時 に 内部 ・外部 ともに活

発な コ ミュ ニ ケーシ ョ ン が な され ，災害支援の ッ

ール として機能 した と考 えられ る。

　次節以降で は，日記 とそ の コ メ ン トの ネ ッ トワ

ークに 着 目し 「さよっ ち 」 に お い て実際に どの よ

うな コ ミュ ニ ケーシ ョ ン構造が形成 され て い た の

か ， また それ は災害時 に ど の よ うに変化 した の か

を明 らか に する。具体的 に は 日記 と日記 に 対す る

コ メ ン トを ユ
ーザ間の リ ン ク とと らえ ，

「
さ よ っ

ち 」 に お け る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が密に とられ て

い る ユ
ーザグル

ープを コ ミ ュ ニ テ ィ として 抽出 し

そ の 推移 を分析する。同時に ， コ ミ ュ ニ テ ィ 内で

特徴 的に発言されて い る単語を抽出 し コ ミ ュ ニ テ

ィ の 性格付 けをお こない
， 災害発生 時に それ らの

コ ミ ュ ニ テ ィ が ど の よ うに変容し て い くか を明 ら

か に す る。

3 コ メ ン トネ ッ トワ ークに も とつ くコ ミ ュ ニ テ ィ

　の 時系列推移

3．1 コ メ ン トネ ッ トワークから の コ ミ ュ ニ ティ抽出

　本研究で は， 日記投稿ユ
ーザ と コ メ ン トユ

ーザ

の 関係 を表現 したネ ッ トワーク （以降， コ メ ン ト

ネ ッ トワ
ー

ク）か ら ，
コ ミ ュ ニ テ ィ の 抽出 を行 う。

　 SNSか らの コ ミ ュ ニ テ ィ抽 出に 関 して は，ユ ー

ザ間の フ レ ン ド関係か ら コ ミ ュ ニ テ ィ を拙出す る

方法 が
一

般 的 な方法で あ る （松尾 ら （2007 ））。

しか し ， 地域 SNS な どの 小 規模な SNS の 多 くは
，

SNS 登録時 に管理者 とフ レ ン ド と して つ なが る場

合が 多 く，
コ ミ ュ ニ テ ィ が密 に な り易 い 反面，関

係 の 動的な変化 は起 こ りづ ら く， 日々変化す るユ

ーザ問の 関係を把握す るた めに は適切で な い
。 近
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年の 研究 にお い て は，あ る時間間隔に お け る 日記

投稿 ユ ーザ と
， そ の 日記 に対 する コ メ ン トを寄せ

る ユ ーザ との 関係を コ メ ン トネ ッ トワ ーク と して

表現 し，
こ の 関係性を もと に し て

， 中心 ユ ーザの

推定や コ ミ ュ ニ テ ィ分析を行 う研究もな され て い

る （鳥海 ら （2010 ））。

　本研究で は， こ の よ うな コ メ ン トネ ッ トワ ーク

か らの コ ミ ュ ニ テ ィ抽 出 に よ り， 日々 変化 す る

SNS ユ
ーザ の 行動に基 づ い た コ ミ ュ ニ テ ィ の 抽

出 ・分析 を行 う。また ，
コ ミ ュ ニ テ ィ の 抽 出方法

に関 して は，ネ ッ トワ ーク か ら の コ ミ ュ ニ テ ィ構

造 の抽出 として 現在広 く用 い られ て い る モ ジ ュ ラ

リテ ィ Q に 基 づ くネ ッ ト ワ ー ク ク ラ ス タ リ ン グ

（Ne   an
，
　M ．E．J． （2004 ））を用 い る。図一5に

，

コ メ ン トネ ッ トワ ークか ら の コ ミ ュ ニ テ ィ抽 出の

例 を示す 。

f

醐 に矜 応 コ   ，トわ 」ド1 一梦

梦鰰
醐 iこわ；了器調ξユ 撒 承 磚

コゆユニ 勤 c∫　 ユ u

一惣α

　 　 　 　 ●

撃 響

、
f燗

図一 5 ネ ッ トワークか ら の コ ミ ュ ニ テ ィ 抽出の 例

　 また，本研究で は コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列変化を

扱 うた め，図一5に示 した コ ミュ ニ テ ィ 抽出を ，あ

る
一

定期間 ご とに 生成 され る コ メ ン トネ ッ トワ
ー

ク に対 して行 う。
コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 構造 は時間

の 経過 とともに変化 す るた め
， す べ て の 期間の デ

ー
タを用 い て コ ミ ュ ニ ティ を抽出す る こ とは不適

切で あ る。その ため， コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列変化

を分析す るた めに は，あ る
一定期 間 ご とに コ メ ン

トネ ッ トワークを求 め
， 各時刻 ご と に 対 して コ ミ

ュ ニ テ ィ を抽 出する必要が ある 。 本研究で は，ネ

ッ トワ ーク の 時系列分析 を扱 うコ メ ン トネ ッ トワ

ー
クを求 め る期間 Pの 開始 時期 を

一定期間ず つ ス

ラ イ ドさせ る方法 に よっ て 期 間 tに お ける コ メ ン

トネ ッ トワ
ー

クを作成 す る 。 具体 的に ， 本稿 で は ，

こ の よ うな方法を用 い て ネ ッ トワ ーク の 時系列分

析 を行 っ た研究 （Howison ，
　 J．ら （2006 ）， 大平

ら （2007），鳥海 ら （2010）） と同様 に ，ネ ッ ト

ワ
ー

ク を求め る期間P を 3 ヶ月 （90 日），
ス ライ ド

させ る期間 を 1ヶ 月 （30日） として 分析す る 。

3．2 コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列 推移

　前節 3．1に 示 した方法 に よ り， t期 ご との コ メ ン

トネ ッ トワ
ー

ク と コ ミュ ニ テ ィ が抽 出され るが ，

時系列分析 を行 うた め に は，糊 の コ ミ ュ ニ テ ィ

と亡＋ 1期 の コ ミ ュ ニ テ ィ を関連 を推定す る必要が

あ る 。

　本研究で は ， コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列分析を行 っ

て い る橋 本 ら （2008 ）の 研究 の 方法 に よ り，
コ

ミ ュ ニ テ ィ の 時 系 列推 移 を分 析 す る。橋 本 ら

（2008 ）は
，

t期 の コ ミ ュ ニ テ ィ とt＋ 1期 の コ ミ ュ

ニ テ ィ の類似度 を計算 し，あ る閾値 θ を超えた も

の を 同 じ コ ミ ュ ニ テ ィ とす る こ とで 時系列 で の コ

ミ ュ ニ テ ィ の 同定を行 な っ て い る。 こ の 方法 で は，

まず 各時刻 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ の 集 合 C （t）＝

｛Cl（t），　C2（t）， ＿ ， Clc
〔，）1（t）｝を求 め る こ と とな る 。

c （t）は 時刻 tに お け るi番 コ ミ ュ ニ テ ィ の ノー ド集

査 1C（01 は 。 ミ 。 ニ テ ，数で ある ．
こ こ で は，

c   が 時刻 t＋ 1の ど の コ ミ ュ ニ テ ィ に 対応す る の

か を判定す る必 要が あ る。 こ の 判定は
，

コ ミ ュ ニ

テ ィ 内 の ユ ーザ集合 の 類似性 を 表す以 下 の 式（1）

に よ っ て求め られ る。

・ （・（・）… 」（・瑚 一li／ilgl｝：g［g：：：…蠶｝（1）

　上 記 の 式（1｝に よ っ て ，
C（t）とC 〔t＋ 1）の す べ て の

組み合わせ に 対 して 類似度 σ を計算 し
， 類似度の

最 も大 き い コ ミ ュ ニ テ ィ の ペ ア か ら順 に決定 す

る。なお，
一

方が既 に決定 して い るペ ア は ス キ ッ

プする 。
こ の作業をすべ て の連続する時刻間で行

うこ とで ， 任意の コ ミ ュ ニ テ ィ の 生 成か ら消滅 ま

で を追 うこ とが で きる。

　 さ ら に ， こ の 方法 は，醐 と t＋ 1期の コ ミ ュ ニ テ

ィ の 類似 度 σ を0以 ヒの すべ て の コ ミ ュ ニ テ ィ の
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組 み合わ せ に つ い て 考慮す る こ とで ， コ ミ ュ ニ テ

ィ の 分裂や 融合 も推定 す る こ とが で き る （図一6）。

図一 6 コ ミ ュ ニ テ ィ の 同定 と可視化

3．3 コ ミ ュ ニ テ ィ の ラ ベ
1
丿ン グ

　前 節3．2で 抽 出 した コ ミ ュ ニ テ ィ に 関 して ，各

コ ミ ュ ニ テ ィ の 意味解釈を行 うた め に は，各 コ ミ

ュ ニ テ ィ の特徴 を把握 する必要が ある。

　本研究で は，各 コ ミ ュ ニ テ ィ 内の ユ ーザの コ メ

ン ト内容 を分析す る こ とで ，
コ ミ ュ ニ テ ィ 内で の

話題 の 特徴 を把握す る。本稿で は ，各 コ ミ ュ ニ テ

ィ 内 の ユ ーザ間 の コ メ ン ト内容 を形態素解析 し，

tf−idfの 上位用 語に も とつ い て コ ミ ュ ニ テ ィ の ラ

ペ リン グ作業 を行 う。具体的 に は， f期 に お け る

各 コ ミ ュ ニ テ ィ 内で の 複数 の コ メ ン ト集合 を
一

つ

の 文書集合 とみ な し，各文書 集合で の tf−idf値 を

計算 す る こ とで ，
コ ミュ ニ テ ィ 内で 発 言され て い

る特徴的な用語 を抽出す る 。 そ して ， 各期間で の

上 位 30用語 を その コ ミ ュ ニ テ ィ の 存続期 間中で

集計 し， 最 も出現同数 の 多 か っ た 上位 30用 語を ，

そ の コ ミ ュ ニ テ ィ が存続し て い た期間で の 定常的

な特徴用語 と して 抽出する。

4 分析

4 ．1 分析概 要

　本分析 で は
， 佐用町 の 地域 SNS 「

さ よ っ ち 」 に

対 し
，

コ メ ン トネ ッ トワ ーク に もとつ く コ ミ ュ ニ

テ ィ構造 の 時系列推移 を分析す る。特に 「
さ よ っ

ち SNS 」 の 特徴で あ っ た災害 に お け るSNS 内の ユ

ーザの コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 変化に 関 し，
「A ：初

期」， 「B ：災害前後 」，

「C ：3年後 」 に お い て ， コ ミ

ュ ニ テ ィ に どの よ うな変化が あ っ たか ， また ， ど

の よ うな コ ミ ュ ニ テ ィ の 推移が あ っ たか を分析 す

る。

　 な お ，時系列分析 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ 同定 の

た め の類似度閾値 θは，高す ぎる と コ ミ ュ ニ テ ィ

数が 多 くな っ て しまい コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列推移

の 把 握が 困難 に な るた め に ，本 分析で は 閾値 θ

図一 7 全 期間 （3年間） の コ ミ ュ ニ テ ィ 時系 列 推移
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4．2 分析結果

4．2．1 コ ミ ュ ニ テ ィ の特徴

　図一7に 全期間 （3年間）で の コ ミ ュ ニ テ ィ の 時

系列推移の 結果を示す 。
こ の 結果 よ り，

コ ミ ュ ニ

テ ィ構造に 関 して ，ユ ーザ の コ メ ン トの 増減 の あ

っ た時期に お い て コ ミ ュ ニ テ ィ 構造が 変化 して い

る こ とが 分か る。特 に ，SNS 開始初期か ら半年後

（f＝5〜 10） と，災害時期 （t＝19〜23 ）に お い て ，

コ ミ ュ ニ テ ィ の 発生 ・分裂 ・統合が み られ た 。 な

お ，各 コ ミ ュ ニ テ ィ の 数や 存続期 間 に 関 して は
，

開始 か ら3年間で 合計29 個，また 1期間 （3 ヶ 月間）

の コ ミ ュ ニ テ ィ数 は ．
平均 4 〜 5個 ，

1っ の コ ミ ュ ニ

テ ィ の 平均存続期間 は
，

5．5期間で あ っ た。また，

表 1に各 コ ミ ュ ニ テ ィ の 特徴用語 を示す。

　　表一1の 結果 か ら，各 コ ミ ュ ニ テ ィ 内で の 発言 コ

メ ン トの 特徴 と して ， 開始初期 に は 写真撮影 ， 日

常会
．
話 ， 地域交流の 話題 に 関す る コ ミ ュ

ニ テ ィ が

存在 し ， 災害の あっ た時期に お い て は
， 災害に 関

する情報の 共有や支援 ・応援 の 話題に関する新た

な コ ミ ュ ニ テ ィ の 発生 と い っ た 変化が あ る こ とが

分か っ た。

　次 節 以降に お い て ，
A 〜Cの 各時期 の コ ミ ュ ニ

テ ィ構造 に どの ような変化が あ っ たか を詳 しく分

析 する 。

42 ．2　「A ：初期」 における コ ミ ュ ニ テ ィ の時系列推移

図
一8　

「A 二初期 」 の コ ミ ュ ニ テ ィ 時系列推移

　図一8は
「A ：初期 （t＝1〜 10）」 の コ ミ ュ ニ テ ィ

時系列推移の 結果で あ る 。
こ の 図よ り，

SNS の 開

始当初 （t− 0）に お い て は
， 主 に 2つ の コ ミ ュ ニ

テ ィ （0，3）が そ の 後の 存続期 間の 長 い コ ミ ュ

ニ テ ィ で ある こ とが 分か る、それぞれ， コ ミ ュ ニ
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学術論文
一

災害時 に お け る地 域SNS の 活用 ； コ ミュ ニ テ ィ の 時系列推移 に基 づ く分析

テ ィ 0で は 「写真 」
「佐用 」

「撮影 」
「
山 」

「ホ タル 」

と い っ た 用語が抽出 され て い る こ とか ら佐用地 域

に お け る自然 の 写真 に 関す る コ ミ ュ ニ テ ィ で あ る

こ と， また
，

コ ミ ュ ニ テ ィ 3で は 「佐用 」
「楽 し

み 」
「参加 」

「ひ ょ こ む （他 の 地 域SNS ）」 と い っ

た 用語が 抽出されて い る こ とか ら，佐用地域 の 魅

力 や SNS 参加 に関す る発占が され て い る コ ミ ュ ニ

テ ィ で あ る こ と が わ か る。

　 また ，開始 か ら半年後 （‘＝ 5〜7）の 時期 に お

い て は
，

コ メ ン トを発言す るユ ーザが 減少 し た こ

とか ら コ ミ ュ ニ テ ィ 構造 に 変 化が み られ る も の

の
，

コ ミ ュ ニ テ ィ の 特徴 として は 大き な変化 は な

か っ た。具 体 的 に は， コ ミ ュ ニ テ ィ 8は，
「
佐 用 」

「ア ー トス クール 」
「フ ェ ス タ」

「参加 」 とい っ た

地 域 の イ ベ ン トや体験 ス ク
ー

ル な どの 地域 交 流の

話題 ， コ ミ ュ ニ テ ィ 10 と 12 は ，
コ ミ ュ ニ テ ィ O

か ら分離 し た 佐用 地域 の 写真撮影 に 関す る話題 の

コ ミ ュ ニ テ ィ で あ っ た。

4 ．2．3　 「B ：災害前後 」 に お ける コ ミ ュ ニ テ ィ の 時

　系列 推移

図 一9　 「B：災害前後 」 の コ ミ ュ ニ テ ィ 時系列推移

　図一9は， 「B ：災 害前後 （t＝ 15〜 27）」 にお け る

コ ミ ュ ニ テ ィ時系列推移の 結果で ある。こ の 図 よ

り，災害 前の 時期 （t＝15〜 18 ）に お い て は，地

域 交流や 写真 に 関 す る コ ミ ュ ニ テ ィ　（16， 19 ）

や ，日常会話 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ （20）が主流 な

コ ミ ュ ニ テ ィ で あ っ た が ， 災 害 の あ っ た 時 期

（t＝19以 降）に お い て は ， コ ミ ュ ニ テ ィ構造 に 大

きな変化が み られた。

　 災害 の あ っ た 時期 （t＝ 19以 降）に お い て は，

災害 に 関 す る コ ミ ュ ニ テ ィ　（21，23 ）が 新 た に

発生 して お り， コ メ ン トも災害 に関 して発言 す る

ユ
ーザが増 え て い る こ とが 特徴的で あ っ た。また，

SNS 創設 の 初期 に あ っ た コ ミ ュ ニ テ ィ を源流 とす

る コ ミ ュ ニ テ ィ （20 ）が 「災害 」
「情報 」

「状況 」

「？」 と い っ た 災害 状 況 に 関 す る話題 に 変化 し ，

そ の 後の 災害支援の コ ミ ュ ニ テ ィ 21 や 災害復興

の コ ミ ュ ニ テ ィ 23 （「災害 」
「行政 」

「復 興 」
「改

修 」 とい っ た話題 ）へ の 橋 渡 し とな っ て い る点 が

特徴的で あ っ た 。

4．2．4　「C ：後期 」 に おける コ ミ ュ ニ テ ィ の 時系列推移

図 一10 　 「C ：3年後」 の コ ミ ュ ニ テ ィ 時系列推移

　図一10 は ，「C ：後期 （t＝31〜34 ）」 に お ける コ ミ

ュ ニ テ ィ時系列推移 の 結果で あ る。 こ の 図 よ り，

後期 （t＝31 以 降）の コ ミ ュ ニ テ ィ で は，地域 や

凵常の 話題 に関す る コ ミ ュ ニ テ ィ （19，25，29）

や，災害の 話題 に 関す る コ ミュ ニ テ ィ （21 ，
23）

が み られ た。な お， コ ミ ュ ニ テ ／ 21， 23に関 し

て は ，災害時期 （t＝ 21 ） に 発生 した コ ミ ュ ニ テ

ィ で あ り，災害時に 形成 され た コ ミュ ニ テ ィが 現

在で も継続 して い る点が 特徴的で あ っ た。
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5 考察

5，1 分析結果 の考察

　 こ こ まで に 分析 した コ ミ ュ ニ テ ィ の 推移 と発言

の 特徴 を ま と め て
，

「さ よ っ ち 」 の コ ミ ュ ニ テ ィ

構造 の 変遷 を概 観 した もの が 図一ll で あ る 。 図内

の 数字は コ ミ ュ ニ テ ィ番号 を表 し，矢印は コ ミュ

ニ テ ィ の 推移 を表 して い る。な お，推移 と特徴づ

け は ， 図一7か ら図一10
， お よび表一1を もと に 主要

な推移 と特徴 を抽出 して 作成 した も の で あ る。

図
一11　「

さよっ ち」 内のコ ミュ ニ ティ の変遷に関する概略図

　 SNS 開設初 期 に 存在 した コ ミ ュ ニ テ ィ 0，3 ，

12は，佐用地 域に お け る写真撮影や SNS 参加 と

い っ た地域 へ の 関心が 高 くSNS 創設時期か ら活発

な活動 を して い る コ ミ ュ ニ テ ィ で あ る。その 後 ，

こ れ ら の コ ミ ュ ニ テ ィ は，災害 発生 前 にお い て

20 へ と統合 されて い く。

一
方，8， 13， 16も同

様 に地域社会 へ の 関心が 高 く， 地域の 体験 ス ク
ー

ル や交流会な どを開催 して い る コ ミ ュ ニ テ ィ で あ

る 。

　災害が発生 した時期か ら， どの コ ミ ュ ニ テ ィ で

も災害 に 関す る話題が 話 し合 われる ように な り，

特徴的な 変化 をみ る と，20は 23 へ と変遷す る中

で 主に災害 の対策 （災害状況 の情報や復興 に関す

る行政の かか わ りな ど）を話題 と して い る 。

一
方 ，

災害時に 発生 し た 21 は 「元気 」
「応援 」

「気 持ち」

「活動 」 とい っ た単語か ら も推察 され る よ うに ，

主 に 災害 の 支援 に 関 し て 話題 に して い る。26 は

「縦割 り行政 コ
「護岸」

「ダム 」
「開発 」 な ど の 単語

か ら ， 行政 の 対応 へ の 意見や ， そ もそ もの 水害 の

原因や予防な どの 観点 か らの 話題が 多い
。

　 ま た
，

コ ミ ュ ニ テ ィ 19 は
， 地域 イ ベ ン トや写

真撮影を源流 とした コ ミ ュ ニ テ ィ で あ り，災害 の

発生 後，災害支援の コ ミ ュ ニ テ ィ へ と流入 して い

る。そ の ほか ，29で はオ フ 会が 開催 され ，そ の

参加者 に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ で あ る。 また 25 は 日

常的会話 に も ど っ て お り，災害対策 とと もに通常

の 生活に 復帰 した様 が推察で きる。

　以 ヒに述べ た コ ミ ュ ニ テ ィ時系列推移 の 結果 よ

り，災害時に お け る佐用町の 地域 SNS に お い て は，

SNS 開設初期 の 地域 へ の 関心 が高 い 活発的 な コ ミ

ュ ニ テ ィ が
， 災害対策や災害支援 と い っ た役割の

橋渡 し とな る重要な コ ミュ ニ テ ィ で ある こ とが分

か る。具体 的に は ， コ ミ ュ ニ テ ィ 20が 災害後 の

初期 に災害状況 の 話題 を扱 うよ うに な り，そ の 後

の 災害対策や支援 を扱 うコ ミ ュ ニ テ ィ の 起点 とな

っ て い た 。

5．2 分析の活 用

　本研究で 提案 した 分析を SNS運営者が リア ル タ

イ ム に お こ な う こ とで ， コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 実

態の 時間的推移，誰が 中心 で ど の よ うな役割を果

た した の か
， 平時の コ ミ ュ ニ テ ィ が 災害で ど の よ

うに 変化 する の か， とい っ た SNS の 実態 を とらえ

る こ とが可能 とな る 。
こ れ らの 分 析結果 を も とに

関係者が議論す るこ とで SNS 運営上 の 気づ きを得

る こ とが で き るだ ろ う。また気づ き を もと に
， 単

な るデ ータ に すぎ な い 分析結果 を意味づ け し，さ

らに 分析 の 精緻化や高度化が 可能 とな る 。 図一12

は，分析結果が運営に気づ きを与 え，気づ きが 分

析 を高度化 して い くこ とを表す概念図で ある。 こ

の 煙 の ル ープを廻 し続け る こ とで 地域SNS の 活

性化 を目指す こ とが 重要で あ る。

　例 え ば，分析結果 を運営者が 活用す る ひ とつ の

シ ナ リオ として ， それ ぞれ の コ ミ ュ ニ テ ィ の 志向

にそ っ た役割を把握 する こ とによ っ て ，SNS運営
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学 術論文
一

災 害時 に お け る地 域SNS の 活 用 　 コ ミ ュ ニ テ ィ の 時 系列 推 移 に 基 づ く分 析

者が よ り円滑な災害支援 に 関わ る こ とが考 え られ

る 。 本研究で の 分析結果を例 に あげ る と，SNS開

設 の 初期 に お い て 地域 へ の 関心 が 高 い コ ミ ュ ニ テ

ィ に 対 して は主 に 対策立 案の 依頼 を行 い
， それ以

外の 災 害支 援 を志 向 して い る コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 し

て は 支援受 け入れ の マ ネ ジ メ ン トを依頼 する な ど

が 考 え られ る。 こ の よ うな コ ミュ ニ テ ィ 推移を リ

ア ル タイム で 行 い 運営者 に フ ィ
ー ドバ ッ クす る こ

とで ，地 域 SNS に よる災害支援を よ り円滑 に行 え

る可能性が あ る と考 え られ る．

　 　 　 　 ttS／・dibet，・IVTj，　 i，

嚇 匪 ・iV．．L　9 ■ 一 ゆ

9痔 1 釦 ＿

　 　 　 　 　
．t　 　

ハs　　
’

 子醢冒｝紅櫛 舛 ・ズ　　幅
W 曽二聖r 、Fr　’．

匿 ヨma
　 　 　 　 喝鰯ShS

　　饗 歪蠶   雲

：讌 澪ニ ニ1  ：；豪

図
一12 地域 SNS 分析の活用 の概念図

6 結論 と今後 の 課題

　 本研究で は，佐用町で 発 生 した 大規模水 害に お

い て ，地域SNS が どの よ うな使わ れ方を した の か

を ， 災害発生以 前の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 構造 と災

害発生 時の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン構造の 変化 に 着 目

して 分 析を行 な っ た 。 分析 の 結果 ， 災害直後にお

い て 災害支援 を志向す る コ ミ ュ ニ テ ィ が 現 れ，ま

た ， 地域 へ の 関心が 初期か ら高い コ ミ ュ ニ テ ィ は

将来 へ の 災害対策 を志向 した コ ミ ュ ニ テ ィ へ と推

移 した
。 さ ら に

， 災害発生 か ら し ば ら くた っ た 後

に 行政 へ の 意見 を 志 向す る コ ミ ュ ニ テ ィ が 現 れ

た。ただ し， こ こ で 観察 され た コ ミ ュ ニ テ ィ の 推

移は 今同の 分析 対象で あ る
「さ よ っ ち」 に お い て

観察され た ひ とつ の ケ
ー

ス で あ り， 災 害時 に普遍

的に 観察 され る もの とは い えな い 。災害発生 か ら

復興 に か け て
， どの よ うな動機 や バ ッ ク グラウ ン

ドを持 っ た 人が， どの よ うな活動 に 参加 して い る

の か とい うケー
ス を積み上 げ，定量的な分析 と統

合 して い くこ とで ，迅速か つ 効果的な復興 に対 し

て情報 シ ス テ ム が よ り大 きな役割を果た す こ とが

期待 され る 。

　 今後 の 課 題 と して ，本研究で は 日記 と日記 に対

す る コ メ ン トの 繋が りに よ る分析 を お こ な っ た

が ， トピ ッ ク を介 し た友人 と の 繋が りや 話題の 推

移 を併せ て 観察 す る こ とで ， 日常的な コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン と話題志 向な コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 重層

的な関係 を理解 で きる と考 え られる。また， コ ミ

ュ ニ テ ィ の 巾心 メ ン バ ー
の 役割 を分析す る こ とも

課題 で ある。例 えば， コ ミ ュ ニ テ ィ が分岐す る と

き にだれ が ど の よ うに振 る舞い ，新 しい コ ミ ュ ニ

テ ィ が活性化して い くのか とい っ た課題が 挙げら

れ る。

　 さら に
， 災害時 に お け る情報共 有の 問題 と して ，

誤情報 の 伝播 と い っ た 問題が あげ られ る 。今 日，

Twitterな どに お ける誤情報 の 伝播 は 大 きな問題

と して認識 され て い る 。 同様 に地域 SNS にお い て

もい か に誤情報を伝播させ な い よ うにす るか は大

き な課題で ある。地域 SNS はTwitterな ど他 の メ

デ ィ ア と比較 して
， リ ア ル な関係性 が 基盤 に あ る

た め誤情報の 侵入 に対 して は頑健で ある と考え ら

れ る。 しか し， リア ル な関係性が もた らす信頼が

あ るた め，い っ た ん誤情報が侵入 し て し ま うと，

信 頼 で き る情報 と して伝 播 して い く危険性 が あ

る。そ の た め ， コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 実態を リア

ル タイ ム に把握 し， 信憑性 の な い 情報を素早 く発

見する た め の 仕組み を今回の 分析手法 に追加す る

こ とが 次の 研究課題 とし て 残 され て い る 。

　 その ほ か ，本研究で は 災害対象地域 の SNS の み

扱 っ て い た が
， 他 の 地域 SNS と の 連携 の 影 響や ，

実際 の 災害支援 ・対策 ・復興 の 活動 に どれだ け効

果を与 えた の か を把握す る こ とで ，地 域 SNS の よ

り効果的な運用 方法 に つ い て検討 する必要が あ る

と考 え る 。

　本研究で 行 な っ た SNS の 構造分析， コ ミ ュ ニ テ

ィ推移 ， テ キ ス ト分 析 と い っ た マ イ ニ ン グデ
ー

タ

を運営者 と共 有 し，運 営者が SNS で 行 われ て い た

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 俯瞰図 を得 る こ とで ，マ イ

ニ ン グ結果の よ り深 い 意味づ けが可能 とな り，マ
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イ ニ ン グ ターゲ ッ トの 精緻化 ・深化 が 可能 とな

る。 こ う した フ ィ
ー ドバ ッ ク ル ープを継続的に ま

わ す こ とで ，SNS が地域の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン プ

ラ ッ トフ ォ
ーム として よ り有意義な もの に な る と

考え る 。

　　　　　　　　　　　 注

（1）佐用 町公 式 ホーム ペ ージhttp：〃www ．town ．sayo 」g．

　jp／

（2）佐用町防災情報 「平成 21 年台風9号災害に よ る被

　害状況 」 に つ い て http：／／www ．town ．sayo ．lg．jp／

　bousai／higai．pdf
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